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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

高温・高線量環境にある高温ガス炉の炉内出力分布測定を行

うため、炉外計装及び炉内計装による計装システムの開発を目

的とする。炉外計装については、耐高温、長距離電送が必要とな

る可動式検出器の開発及び、測定した出力のアンフォールディ

ング技術の開発を行い、炉内計装については、耐高温エネルギ

ー弁別特性の優れた素子の選定、新素材GaN系検出素子の開発を

含む素子開発、炉内環境の検討、及び検出器のエネルギー特性

の性能評価を含む高温ガス炉の炉内計装の運用検討を行うこと

を目的として、以下の研究開発を行う。 

１）可動式検出器の開発 

２）出力分布のアンフォールディング技術の開発 

３）耐高温中性子検出器の検討 

４）高温ガス炉での炉内計装運用の検討 

２．総合評価 
Ｂ 

・高温や放射線への耐性があるセンサー開発は難しく、GaN（ガリ

ウムナイトライド）系を用いたセンサー開発は新規性がある取

り組みであると評価ができる。 

・一方で、ｎ/γの弁別性能が係数率の観点で可能なのかという

点、また、高温としながらセンサーに厚みを持たせた影響で

400℃までの実験に留まった点など、精度の検証が不十分であっ

たことは否めない。 

 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


